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 早くも１０月に入ります。 “読書の秋”、“スポーツの秋”など、何かをするのに過ごしやすい季節ですが、寒

暖差が大きい日も増えてくる時季です。なるべく脱ぎ着しやすい服装で、こまめに天気（気温）予報をチェッ

クして、気温差による風邪や体調不良を予防しましょう。自分の体調の変化に気をつけて、楽しく過ごせるよ

うにしてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 代表生徒６名が妊婦体験（水８ℓを入れたペットボトルが入ったリュックを抱えエプロンを着用）をさせて

いただきました。大きなお腹を抱えながら命がけで赤ちゃんを守り、産んでくれた母親の大変さ、命の重み・

つながりを学ぶことができました。 

 また、避妊方法や人工妊娠中絶、性感染症、 など幅広い内容で、一人ひとりが責任ある行動をとる

ことの必要性が学べましたね。最後には「選ばれた命を輝かせてほしい」「命をかけて産んでくれた母、育て

てくれた家族がいることを忘れずに、大切にしてほしい」と伝えていただきました。 

 

【生徒の感想一部紹介】 

◎子供は最初ものすごく小さくて、ものすごい小さい命からここまで大きく育ててくれた親にも感謝の気持

ちをもっていこうと思いました。今があるということに感謝をして自分の夢に進めるような、しっかりとした

大人になろうと思います。 

◎コンドームは、どこでも買える便利さはあるが失敗率が３～１４％もあり欠点も大きいと思い、間違った使

い方、知らないじゃ済まないと思いました。 

◎自分たちは 0.1 ㎜から始まったことに改めてすごいことだと思い 

ました。 

◎授業の最初にペットボトルが入ったリュックサックをもらって、 

授業中持っていましたが、とても重くて歩きにくかったです。 

こんなに重いのに家のことを色々やっている妊婦さんはすごいな 

と感じました。 

◎３億の精子のなかで自分が一番だったんだと思うと、他にも違 

う自分を少し見てみたかったなと興味が湧きました。でも自分じゃない自分から背中を押されている気がし

てこれからの人生に歩みが進んでいきそうだと思いました。 

◎人によってプライベートゾーンが違うのを初めて知った。すごい確率を生き抜いてきたのはすごいと思っ

た。まだ小さいころに人の声が聞こえているのを初めて知ったし、すごいことだと思った。 
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～お知らせ～ 

対象者の人に３回目の受診勧告書を担任の先生を通して配布します。受診 

勧告書を受け取った人は秋季休業中に受診をお願いします。 

受診したら受診結果連絡票を保健室まで提出してください。 

 

 

 

 
 


